
世界史 B 休校中学習課題１（教科書 16頁～40 頁参照） 

以下の【 】内に適当な語句を解答用紙に書き込み、解答用紙を提出してください。 

 

オリエント（メソポタミアとエジプト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化 

 

 

 

前 13 世紀 「海の民」の侵入 

→ 支配権の混乱・衰退 

→ セム語系諸民族の活動活発化 

〇セム語系諸民族 

 ・アラム人：ダマスクス中心に内陸貿易 

       アラム語は当時の共通語 

 ・フェニキア人：シドン・ティルスを中心に地中海貿易 

         フェニキア文字はアルファベットの起源 

 ・【９    】人：イェルサレムの王国 

           人名ダヴィデ王・人名ソロモン王の頃（前 10 世紀）全盛期 

             【10    】教 唯一神ヤハウェ・選民思想・メシア信仰 

 

古代オリエントの統一 

〇【11    】 

 ・前 7世紀 オリエント統一（鉄・戦車・騎兵隊） 

 ・人名アッシュール＝バニパル王が都ニネヴェに大図書館 

 ・強制移住・重税などの圧政 → 崩壊 

〇4王国分立時代 

 ・【12    】：最も優勢、ユダ王国を征服 

 ・【13    】：最古の鋳造貨幣 

メソポタミア：【１    】川・【２    】川 

〇【３    】人 

 ・紀元前 3500 頃～ ウル・ウルク等の都市国家 

〇アッカド人 

 ・前 24 世紀 メソポタミア統一 

〇アムル人 

 ・バビロン第一王朝 

 ・人名ハンムラビ王（前 18 世紀頃）：ハンムラビ法典 

                （復習法） 

〇前 18世紀～ インド＝ヨーロッパ語族の移動 

 ・【４    】：鉄器の使用 

 ・ミタンニ 

 ・カッシート 

エジプト：【５    】川 

〇「エジプトはナイルの賜物」（人名ヘロドトス） 

 ・【６    】（王）による神権政治 

〇古王国（都：メンフィス、紀元前 3000 頃～） 

 ・【７人名    】王などピラミッド時代 

〇中王国（都：テーベ、前 20 世紀頃） 

 ・ヒクソスの侵入により滅亡（馬と戦車） 

〇新王国 

 ・【８人名    】の改革（前 14世紀） 

  ①アトン神信仰 → 人名イクナートンと改名 

  ②テル＝エル＝アマルナへ遷都 

    → アマルナ美術 

・太陰暦 → 太陰太陽暦 

・楔形文字 

・六十進法 

・太陽暦 

・神聖文字（ヒエログリフ） 

・死者の書 → パピルス紙に記した 



 ・エジプト 

 ・【14    】：4 王国中領土最大 

〇【15    】（ペルシア）（前 550～前 330） 

 ・メディアから独立しオリエント支配 

 ・【16 人名    】期：全盛期（ペルセポリス造営） 

            サトラップ（知事）を配して統治 

            「王の目」・「王の耳」がサトラップを監察 

            「王の道」（スサ～サルデス）＋駅伝制 

 ・ゾロアスター教（拝火教）の信仰 

〇人名アレクサンドロスの帝国・セレウコス朝シリアの支配 

〇【17    】（前 3世紀～後 3世紀、都：クテシフォン） 

 ・セレウコス朝から独立 

 ・東西交易の利益で繁栄（中国では「安息」） 

〇【18    】（3～7世紀、都：クテシフォン） 

 ・人名アルダシール 1世がパルティアを倒し建国 

 ・人名シャープール 1世：ローマ帝国と争い優勢 

 ・人名ホスロー1世：突厥と同盟しエフタルを撃退 

〇イラン（ペルシア）文化の形成 

 ・ゾロアスター教：聖典『アヴェスター』の編集 

 ・国際的広がり → マニ教（ゾロアスター教＋キリスト教＋仏教） 

 

エーゲ文明（青銅器文明） 

〇【19    】文明（前 2000 頃～） 

 ・クノッソス中心 

 ・明るく開放的 

〇【20    】文明（前 16 世紀～） 

 ・ミケーネ・ティリンス・ピュロスなどが中心 

 ・尚武的 

 ・【21 人名    】が発掘 

〇前 12 世紀～ 暗黒時代 

 

ポリスの成立と発展 

〇【22    】（前 8世紀～、＝都市国家） 

 ・アクロポリス・アゴラを中心に集住（シノイキスモス） 

 ・人口増大 → 植民市 → 交易の活発化 

 ・小国分立も“ヘレネス”の共通意識（オリンピアの祭典・デルフォイの神託など共有の文化） 

 ・市民（貴族・平民）と奴隷 

  ※スパルタ：少数のスパルチアタイ（ドーリア人）が多数のヘイロータイ（農民）・ペリオイコイ（商工業者）

を支配 ← 人名リュクルゴスの制により維持 

 

 

 



〇アテネ民主制とペルシア戦争 

 ・前 7世紀 人名ドラコンの立法（法の成文化） 

 ・前 6世紀  【23 人名    】：財産政治（債務奴隷の禁止） 

        【24 人名    】（僭主政）：中小農民の保護 

        【25 人名    】：陶片追放（オストラキスモス） 

 ・【26    】戦争：イオニア植民市 vsアケメネス朝 

            → アケメネス朝ギリシアに出兵 

              → マラトンの戦い・サラミスの海戦でポリス軍勝利 

              → アテネが盟主となりデロス同盟結成 

 ・人名ペリクレス期民主政完成（青年男性市民・民会による直接民主政） 

〇ペロポネソス戦争（前 431～前 404） 

 ・【27    】同盟（アテネ中心）vs【28    】同盟（スパルタ中心） 

 ・アテネは衆愚政治に陥り混乱 

 ・スパルタ勝利も覇権は長続きせず → ポリス世界混乱 

〇マケドニアの台頭 

 ・人名フィリッポス 2世：ギリシア全土を支配下に 

 ・【29 人名    】大王：東方遠征 →  アケメネス朝を滅ぼす（前 330） 

                     ギリシア・エジプト～インダス川支配 

 ・アレクサンドロス死後帝国分裂 

  ①プトレマイオス朝エジプト 

  ②セレウコス朝シリア 

  ③アンティゴノス朝マケドニア など 

 ・ギリシア文化の広範な伝播 ＝ 【30    】時代（東方遠征から約 300 年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



世界史 B 休校中学習課題１ 解答用紙 ※自宅で印刷できない場合は手作りも可 

 

２年Ａ組   番    氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 11 21 

２ 12 22 

３ 13 23 

４ 14 24 

５ 15 25 

６ 16 26 

７ 17 27 

８ 18 28 

９ 19 29 

10 20 30 


